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Abstract : 
  The individuals lacking the mid-dorsal line were identified by investigating black-spotted pond frogs (Rana  migromaculata) 
inhabiting the northern area of Fukui Prefecture. Although their body type seemed to be identical to that of a black-spotted pond frog, 
each black spot on their backs was separate from the others, not fused. The lack of the mid-dorsal line and the pattern of isolated black 
spots on the back are similar to the characteristics of a daruma pond frog (Rana porosa  brevipoda). Recently, it was reported that cross 
hybridization between both species had occurred in many places, because the population of both species remarkably decreased by 
degradation of the environment in the past. Therefore, such cross hybridization may have occurred in Fukui as well as in other places.
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要旨
福井県嶺北(福 井市本堂町,福井市末町,福 井市田
ノ頭町、織田町細野,武 生市下別所町)の トノサマガ
エル(Rananigromaculata)の調査で,背 中線 を欠く個体
の存在が確認された。背中線を欠落 した個体では,ト
ノサマガエルの体型的特徴を保っているものの,背 中
の黒色斑紋は比較的よく独立し,融合 しているものは
少ない。この背中線の欠落 と独立斑紋の特徴はダルマ
ガエル(Ranaporosabrevipoda)の特徴 とよく符合する。
近年各地で,個 体数の減少 と生息環境の変化に伴 うダ
ルマガエルと トノサマガエルの交雑雑種 とみられ る個
体が見られるとい う。このように,背 中線を欠き,独
立斑紋を有する個体は,福井県での自然交雑によるダ
ルマガエル種族と トノサマガエル種族の遺伝子浸透の
実態を評価する上で,貴 重な研究対象 と思われる。
ガエルの北方分布拡大経路に関する考察を加えて報告
する。
調査地点
調査地点(図1)お よび調査日は,嶺 北丹生山地に
位置する日野川水系 ・吉野瀬川支流の別所川流域の①
武生市下別所町(平 成15年4.月27日),日野川支流
の末更毛川中流域の②福井市本堂町(平 成15年6月
21日),日野川支流の末更毛川上流域の③福井市末町
(平成15年6.月29日),日野川水系 ・天王川支流の
越知川の さらに支流である萩野川上流域の④織田町細
野(平 成15年7月12日),九 頭竜川支流の片川上流
域⑤福井市田ノ頭町(平 成15年7月15日)の5地 点
と,嶺南に位置する⑥三方町黒田(平成12年8月14
日)の計6地 点で行った。
まえがき
トノサマガエル(Rananigyomaculata)1>は,アカガエ
ル科(Ranidae)に属す る。学名 は 「黒 い斑紋 を もつ カエ
ル」 の意 味で,日 本のカエル類では代表的 な存在 であ
る。分布 は本州(関 東 か ら仙 台平野を除 く),四国,九
州,国 外 では,朝 鮮,中 国,ロ シア沿海州 の一部 であ
る。 亜種で ある トウキ ョウダルマガエル(Ranaporosa
poyosa)2)は関東平野,仙 台平野,新 潟 県 中部 ・南部,
長野県北部 ・中部 に分布 し,ト ノサマガエル とあま り
重複 分布 しない。 も う1つ の亜種 ダルマ ガエル(Rana
poyosabyevipoda))は中部地方南部,東 海,近 畿地方 中
部,山 陽地方東部,四 国香川 県に分布 してい る。福井
県では嶺南地方 にのみ分布 し,嶺 北地方での報告が あ
るが誤認 の可能性 が高い4-7)。ダル マガエルは小型か ら
中型 で トノサマ ガエル のよ うに優れ た運動能力がな く,
そのた め分布領域 が狭 い。 これ が災い し香川県お よび
岡山県な どで は絶滅 の危機 に瀕 してお り8),福井県で
も絶滅危惧種II類に ランクされてい る9)。ダルマガエ
ル は,あ とか ら朝鮮半 島経 由で侵入 し北へ と分布 を拡
大 した トノサマガエル と同所 的に分布 してお り,両 種
個 体数の急激 な減少 と生息環境(水 田の水入れ時期の
変化 な ど)の 悪化 によ り両種 での交雑 がみ られ るとい
う1°)。嶺北 にダルマガエル が生息 していた とい う記録
がないに もかかわ らず,ダ ルマ ガエル の特徴 を もつ ト
ノサマガエルの個体 を捕獲 したので,過 去の トノサマ
調査地点における捕獲個体の特徴
①地点で捕獲された トノサマガエルは体長73mmの
オス個体で背中線を欠き,斑紋は隆状部に比較的大き
く独立的にみられJ輝 光の緑色の縁 どりがあることで
他の個体と識別できた。②地点で捕獲 された トノサマ
ガエルは体長55mmのオス個体で背中線を欠き,斑紋
は体背面では細かく発達 した隆状部に限局 して独立に
みられ,尾 部では細かい独立斑紋が密集 し,体側では
独立斑紋である。③地点で捕獲された トノサマガエル
は体長75mmのオス個体で明るい背中線を有 し,斑紋
は不明瞭で互いに融合 している。これは典型的な トノ
サマガエルの特徴である。④地点で捕獲された トノサ・
マガエルは体長58mmのメス個体で背中線を欠き,斑
紋は体背面 ・体側 ともに比較的丸く大きく独立 し,隆
状部 とそれ以外にも有する。また,尾 部のところでも
斑紋は細かくならず独立している。 この特徴はダルマ
ガエルの特徴 と極めて類似 している。⑤地点で捕獲 さ
れた トノサマガエルは体長63mmのオス個体で② と類
似 しているが,斑紋は隆状部で大きく見られる。⑥地
点で捕獲 されたダルマガエルは体長60mmの固体で背
中線を欠き,弱 い隆状が並ぶ。斑紋は体背面,体 側お
よび尾部に比較的丸 く大きく独立している。
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図1調 査地点と捕獲個体
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考察
福井県は地理的にみて,嶺 北と嶺南に分けられる。
動植物の分布 もこの地理的要因に基づき尾張一敦賀線
により分断されていると考えられている。 日本固有種
であるダルマガエルはこの尾張一敦賀線を境に東は名
古屋種族に,西 は岡山種族に分断されている。嶺南の
ダルマガエルは地理的にみて岡山種族に分類 されるも
のと考えられる。
トノサマガエルの由来はロシア沿海州の寒冷地域で
あり,2万年前のウルス氷河期に朝鮮半島か ら日本に
侵入 してきたと考えられている1°-13)。侵入後,北 上を
続けたが太平洋側では伊豆半島より北に侵入できず,
北への侵入経路は北陸を経由 した可能性が高い と思わ
れている。このため,関 東地方から北の太平洋側に ト
ノサマガエルは生息せず,伊 豆半島が形成される以前
からもともと生息していたダルマガエルと近縁な トウ
キョウダルマガエルがこの地域に分布 している。 トノ
サマガエルは福井県以北では青森県に至るまで主に日
本海側に分布 しているので,敦賀から侵入 し北上 した
可能性が高い。 しかしながら,敦賀から嶺北に行くに
は険 しい山地を越える必要があるので,こ こで トノサ
マガエルは北への侵入がスムーズに行かず,狭 いエ リ
アに同所的に生息することとなったダルマガエルとの
間で両者の隔離が働かなくなり交雑が起きたのではな
いかと考えられる。嶺南を含む福井,石 川,富 山,新
潟および長野県では高田型 トノサマガエル と呼ばれる
背中線 を欠き典型的なダルマガエルの斑紋を有する雑
種個体が稀に出現する1)。この高田型 トノサマガエル
の体型は トノサマガエル と同じで,険 しい山地を移動
できるだけの運動能力をもっていると考えられる。敦
賀周辺で雑種交配が起きた とすれば,高 田型のように
トノサマガエルの運動能力を保持 した雑種個体が嶺北
に出現 してもおかしくはない。実際,今 回の調査で雑
種 と思われ る個体が捕獲された。これ らの雑種 と思わ
れる個体は,す べて体型が トノサマガエルであるが,
背中線を欠き斑紋はダルマガエルの特徴を色濃 く残 し
ている。嶺北地方の以北でダルマガエルが生息してい
るという報告はない。遺伝子浸透は トノサマガエルの
側からダルマガエルへと一方的に進行すると想像 され
ていたが,両者 との間で相互方向の交雑による遺伝子
浸透が生 じているとの報告がある14)。
以上よ り,現時点では,ダ ルマガエルの形質が遺伝子
浸透によりトノサマガエルを介 して敦賀以南から運ば
れて来たものと考えざるを得ない。今後,嶺 南を含め
た詳 しく調査を行 うことにより,福井県での トノサマ
ガエル とダルマガエルの雑種交配の実態が判明すると
ともに,過 去の トノサマガエルの北方進出のルー トを
確定する有力な手がか りが得 られるものと期待 され る。
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